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論 文 内 容 要 旨 
 
 
The anatomical pathway 
from the mesodiencephalic junction to the inferior olive 
relays perioral sensory signals to the cerebellum  
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も IONから IOへの感覚経路の中継領域候補として挙げられる。 
本研究では IONから IOへの感覚情報経路を明らかにするため、電気生理学的、形態
学的手法を用いて解析を行った。右側小脳 Crus II領域を開頭し、単一プルキンエ細胞からガラ
ス微小電極を用いて single unit recordingを行った。右側の ION（記録している小脳と同側）
を露出してタングステン刺激用電極を設置し、電気刺激により誘発される CS の計測を行った。




に抑制する ArchTを Cre依存的に発現するマウスと、大脳皮質神経細胞特異的に Creを発現す
る Emx1-Creマウスを掛け合せ、大脳皮質の神経細胞特異的に ArchTを発現させたマウスを作










小脳への投射は対側性であるため、左側 PfPr（記録している小脳と対側）へ muscimol を投与







を確認するため、air-puff によるヒゲ刺激で誘発される CS に対する PfPr への muscimol 注入
の影響を解析したところ、CS誘発が阻害されることが分かった。これらの結果は、IONからの
感覚信号は三叉神経脊髄路核吻側亜核を介して視床－中脳領域まで伝達され、PfPr を中継核と
して IOに伝えられていることを示している。 
